
町
消
防
団
消
防
総
合
演
習



ユ
北
海
道
植
樹
祭

詰

三
一一

三一

正
ク
ア
ブ
一
一
ザ
ピ
リ
カ
を

第

会

場

巴

し

て

開

催

8月から4週S休実施
土曜閉斤方式導入

• • 
道
内
各
地
か
ら

三
O
O
名
が

多毛
~ 

力日

緑町少年団の子供たちとイチイを配意植樹する横路知事

第
四
十
三
回
北
海
道
制
樹
祭
が
好

天
に
恵
ま
れ
た
五
月
二
十
七
日
‘
ク

ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
を
会
場
に
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

「
さ
さ
え
あ
う
手
と
手
で
萌
え

る
愉
山
内
線
』
を
テ
ー
マ
に
管
内

で
初
め
て
閉
山
附
さ
れ
る
植
樹
祭
で
、

横
路
知
事
を
は
じ
め
道
、
林
業
関
係

者
、
緑
の
少
年
団
な
ど
約
一
千
三
百

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
横
路
知
事
が
「
道
民
い

っ
た
い
と
な
っ
て
、
緑
を
守
り
、
育

て
る
運
動
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
J

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
テ
マ
入
選
者
表
彰
、

道
産
業
貢
献
泊
表
彰
、
苗
木
贈
呈
な

ど
に
つ
づ
き
、
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ

前
庭
内
緑
地
広
場
に
ア
カ
エ
ゾ

7
y
、

ン
ラ
カ
パ
、
イ
チ
イ
な
ど
十
二
位
如

何
樹
木
約
一
千
三
百
本
を
植
樹
し
ま

し
た
。
知
事
も
緑
町
少
年
団
的
子
供
た
ち

と
い
っ
し
ょ
に
大
き
く
育
て
の
願
い

を
込
め
て
イ
チ
イ
を
植
樹
し
ま
し

pz

今金町では、 8月 l日から閉庁部門と閉庁部門の併用により、 4週 6休を実施する

ことになりました。土曜閉庁の初日は 8月 8日の第 2土曜日で毎月第 2及び第 4土曜

日が閉庁となります。

ただし、土曜日の利用の度合の高い施設などでは閉庁方式の4週 6休(職員が交管

制により隔週の休みとなる)となります。実施にあたりましては、緊急時における業

務体制の笠備、事務処理の方法の改善などにより、極力、行政サ ピスを低下させな

いように努めますので、よろしくお願いいたします。

o閉庁部門
(1)町長部局本庁舎の般業務

(2) 議会事務局の一般業務

(3) 教育委員会事務局の一般業務及び給食センター業務

(4) 農業委員会事務局の般業務

(5) 国保病院(救急患者の診療及び病棟部門は除()

O開斤部門

(1) 福ヰ止古在設

(2) スポーツ施設

(3) 集会施設

常設保育所、へき地保育所、老人福祉センタ一、やすらぎ苑葬斎場

総合体育館、健民グラウンド、田T民テース場

町長セン夕 、生t舌改善センタ一、構造改善センタ一、寿の家、生t舌館、

へき地保健福祉館、集落センター、福祉会館、会館など町が管理す

る各地域の集会施設

クアプラザピリ力、奥美利河温泉山の家、地域特産品生産セン夕 、

種川温泉休憩所

(5) 各小学校、中学校、幼稚園、町民センター図書室

※職員の勤務時聞が 5骨問(月~金噛日)延長になるため、 事務の終7時聞が 5時15骨までとなります。

観光施設(4) 
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に
ぎ
や
か
に

今
金
路
ロ
マ
ン
の
披
露
、
お
楽
し
み

抽
選
会
も
行
わ
れ
、
に
ぎ
や
か
に
閲

俄
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
周
辺
で
は
、
的
山
物

産
ま
つ
り
が
ひ
ら
か
れ
、
管
内
十
町

内
特
産
ロ
聞
が
販
売
さ
れ
好
鮮
を
得
て

い
ま
し
た
。

昼
食
交
流
会
開
催

昼
食
を
と
り
な
が
ら
の
交
流
会

で
は
、
狩
場
太
鼓
、
ご
当
地
ソ
ン
グ

• • 
今
金
営
林
者
向
平
成
四
年
度
税
制

祭
が
人
類
と
地
球
の
未
来
を
か
け
た

地
球
サ
ミ
y
ト
記
念
植
樹
祭
と
し
て
、

六
月
九
日
、
英
利
河
国
有
林
一
七
一

は
林
小
班
で
行
政
機
関
、
各
団
体
の

長
、
緑
町
少
年
団
、

一
般
町
民
的
代

表
ら
総
勢
百
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

組
樹
祭
が
行
わ
れ
た
の
は
、
英

利
河
ダ
ム
か
ら
約
五

Jμ
の
辺
道

島
牧
美
利
河
線
沿
い
の
国
有
林
で
す
。

こ
れ
は
毎
年
、
森
林
資
源
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
緑
あ

ふ
れ
る
森
林
を
つ
く
る
た
め
に
笑
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

作
業
服
姿
で
集
ま
っ
た
参
加
者
は
、

署
員
か
ら
植
樹
の
仕
方
を
教
わ
り
、

7
ワ
や
ス
コ

y
プ
を
使
い
組
樹
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

今
回
、
植
え
ら
れ
た
の
は
、
長
万

部
苗
畑
で
育
っ
た
六
年
生
の
ア
カ
エ

ゾ
マ

y
三
百
本
で
、

一
本

一
本
て
い

ね
い
に
絶
え
込
み
、
立
派
な
記
念
撚

識
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
同
地
で
昼
食
を
と
り

な
が
ら
森
林
資
源
の
大
切
さ
を
話
し

合
っ
て
い
ま
し
た
。

記章標識を立τる4つ葉縁の少年団由子供たち
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平成3年10月1日から平成4年3月31日まで

財 政状況の町
と'σコよ財政状況の公表は、町民のみなさんに町の財政がどのように運営され、

うな予算執行状況にあるかを知ってもらい、町政の一層の発展について ご協力を

公表しているものです。お願いするため、毎年2回 (6月、 12月)

町
で
は
、
今
年
も
町
内
美
化
運
動

の
一
環
と
し
て
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動

を
展
開
し
ま
し
た
。

六
月
三
目
、
今
金
老
人
ク
ラ
ブ
の

会
長
三
+
八
名
が
作
業
服
姿
で
、
役

場
前
か
ら
今
小
ま
で
の
国
道
街
路
樹

骨
化
い

イ〉

66億2.578万円一般会計予算総額

平成 3 年度
区 分

予算現額 支出済額 支出率

議 会 質 82， 778 81. 730 98， 7 

総 干高 質 1. 363， 735 969，905 7L 1 

民 生 質 479，874 458，478 95. 5 

衛 生 賀 463， 500 455，266 98. 2 

労 働 質 11. 776 5，247 44. 6 

農林水産業費 958，363 937，531 97. 8 

商 工 質 528， 176 508，536 96. 3 

土 木 政 1. 078， 094 1. 036， 059 96.1 

消 防 質 179，493 179，359 99. 9 

教 育 質 697，741 665. 232 95. 3 

災害復旧費 99， 575 99，480 99. 9 

公 償 費 682，675 682.675 100.0 

予 備 費 。 。
繰越明許費支出 。 。

計 6，625，780 6，079，498 91. 8 

(単位千円%)く〉 歳出内訳

平成 3 年度
区 分

予算現額 収入済額 収入率

町 税 484，572 479，883 99. 0 

地 方鰭 与税 116，380 116，380 100.0 

利子制交付金 19，418 19，418 100.0 

自動車取得税交付金 59，364 59，364 100，0 

地方文付税 3，058，957 3，058，957 100.0 

交通安全特別交付金 1. 323 691 52. 2 

分担金及び負担金 130， 395 125，932 96. 6 

使用料手数料 184， 624 180，113 97. 6 

国庫支出金 698， 082 642，434 92. 0 

道 支 出 金 347，921 289，420 83. 2 

財 産 収 入 160，073 157，836 98. 6 

寄 附 金 5 5 100.0 

繰 人 金 256，473 256，474 100.0 

繰 越 金 10，464 10，465 100.01 

諮 収 入 372，329 627，079 168.4 

町 債 725，400 。0.0 
繰越明許質収入 。 。

計 6，625.780 6，024.451 90.9 

(単位千円%)O歳入内訳

• ィ・

ち
一
千
六
百
本
で
す
。
残
り
は
学
校
、

町
内
会
及
び
公
共
施
設
な
ど
に
配
布

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
苗
は
、
初
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
色
と
り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ
、

町
内
は
も
と
よ
り
、
当
町
を
訪
れ
る

ば
い
運
動
展
開

老
人
ク
ラ
ブ
苗
移
植

下
に
、
花
町
首
を
一

ー本
一
本
て
い
ね

い
に
柏
、
え
込
み
ま
し
た
。

植
え
ら
れ
た
の
は
、
柏
山
北
高
校

で
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
7

リ

!

ゴ
ー
ル
ド
、
キ
ン
セ
ン
カ
、
サ
ル
ビ

ア
、
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
、
キ
ン
ギ
ョ

ソ
ウ
の
五
組
瓶
、

三
千
四
百
本
の
う

人
た
ち
の
自
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

花
を
折

っ
た
り
、
踏
ん
だ
り
す
る

こ
と
な
く
、
美
し
い
街
づ
く
り
の
た

め
、
み
ん
な
で
花
を
大
切
に
育
て
ま

し
ょ
う
。

.， 

• c. とき楽しいひと

(111位千円%)

J7¥ヱゴ 予算現額 収入済額 収入率 予算現額 支出演額 支出率

国 i皐 事 業 会 2十 810.849 693.327 85.5 810.849 668，905 82.5 

簡 易 71< 道 会 自十 138， 501 124.671 90.0 138.501 132.788 95.9 

老 人 保 健 ぷE泊、 1十 830.4日l 769.996 92. 7 830.491 769.323 92.6 

国 保 病 院

" 
E十 1. 206， 385 1，192，294 98. 8 1. 205， 762 1.188.674 98. 6 

収益的収入Eび支出 1. 165， 390 1. 151. 299 98.8 1.164.911 1. 147. 854 98.5 

-責本的収入及び支出 40.995 40.995 100.0 40.851 40，820 99.9 

合 計 2.986.226 2，780.288 93. 1 2，985.603 2，759.690 92.4 

特別会計歳入・歳出予算の執行状況今
金
婦
人
会
主
催
の
今
金
地
区
敬
老
会
が
六
月

十
四
日
、
町
民
セ

ン
タ
で
開
催
さ
れ
、
市
街
地

及
び
周
辺
の
お
年
寄
り
二
百
十
名
が
出
席
し
、
楽

し
い
一
時
を
す
ご
し
て
い
ま
し
た
。

敬
老
町
田
に
先
が
け
て
、
毎
年
聞
い

て
い
る
も

の
で
、
こ
の
日
は
婦
人
会
内
お
手
伝
い
凶
+
名
が

早
朝
か
ら
準
備
に
あ
た
り
ま
し
た
。

会
は
、
午
前
十
一
時
か
ら
始
ま
り
、
赤
飯
や
折

り
詰
め
、
ジ
ュ
ー
ス
お
酒
や
婦
人
会
手
作
り
の
ソ

メ
ン
を
食
べ
な
が
ら
余
興
を
楽
し
み
ま
し
た
.

余
興
は
‘
小
百
合
保
育
園
児
の
か
わ
い
い
遊
戯
、

母
鈴
会
の
琴
蹴
奏
、
今
金
民
絡
会
的
民
将
の
数
々
、

踊
り
愛
好
会
の
踊
り
、
来
賓
の
歌
の
披
院
な
ど
で

お
お
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今金地区敬老会

今
金
消
紡
団
の
総
合
出
習
が
六
月

七
日
午
後
一
時
か
ら
肌
寒
い
悪
天
候

の
な
か
、
第
一

・
第
二
・
第
三
各
分

団
か
ら
七
十
七
名
、
職
員
十
五
名
が

参
加
し
、
今
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
岩
か
ら
今

小
ま
で
の
パ
レ
ー

ド
に
続
き
、
来
一
員

四
十
名
が
見
守
る

な
か
、
各
分
間
に

よ
る
小
隊
訓
練
や

ポ
ン
プ
車
線
法
、

小
型
ポ

ン
プ
操
法

な
ど
を
行
い
、
分

列
行
進
が
行
わ
れ

万一の火災に備え

消防団総合演習

ま
し
た
。

最
後
に
、
最
新
式
の
タ
ン
ク
車

(
6
5
J
)
に
よ
る
放
水
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
万
一
の
火
災
に
対
し
て

初
期
消
火
に
多
大
な
威
力
を
発
揮
す

る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
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‘男子100メートル
強風に向ってスタート

(合金中) 6
月
7
・M
日

各
校
運
動
会
カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

第 43園

北海道植樹祭

カメラス守切手親
子
対
抗
玉
入
れ

4

親
ガ
夢
中
に
(
豊
田
小
)

植樹祭テーマ入選者表彰

佳作テーマ
「育てよう絵山の大地!こ豊か怠緑」

越智智子さん(金原主婦)右から4人目
「空膏きピリ力に広がれ希望の樹J
佐々木優子さん(種111小6年)右から2人目

• 

• • hv
女
子
砲
丸
投
(
A
フ
金
中
)

さ
て
記
録
は
?

品
フ
金
小
白
組
応
援
団

4

司
応
鐙
に
勲
ガ
は
い
る
M
H

力強いパチさばきを被露する狩場太鼓のみ怠さん ~ 

11 

(
4
ヲ
金
小
4
年
)

hv
ガ
ラ
ガ
ラ
へ
ぴ
ガ
や
っ
て
来
る

• 
企子供鬼能太酸、運動会でひろう(豊田小)

美利河ダムを主題とした
「舎盆箇ロマンJを然唱する
吉村良子さん

企遊戯バルセロナの星(花石小)



基地
ド造成

町
内

の
ま
ち
お
こ
し
グ
ル
ー
プ

愛
指
令
の
会
L

(

代
表
鷲
野
竹
春
♂
)

が
、
東
経
一
四

O
皮
肉
ま
ち
今
金
を

広
く
全
国
に

P
R
す
る
た
め
、
神
丘

町
国
道
沿
い
に
オ
モ
チ
ャ
の
兵
隊
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
大
き
を
塔
を
立
て
た• • 

語
圏
圏

お
も
い
ま
し
た
。

す
ご
く
、
た
か
い
山
と
か
あ
り
ま

し
た
。
や
っ
と
つ
き
ま
し
た

さ
い
し
ょ
は
じ
こ
し
よ
う
か
い
。

「
札
帆
市
手
稲
区
か
ら
き
た
三
年
細

野
佑
樹
で
す
。
宜
し
く
お
ね
が
い
し

ま
す
U

つ
ぎ
は
楽
し
い
魚
つ
り
。

さ
い
し
ょ
、
ぽ
く
が
一
帯
さ
い
し

五
月
三
十

一
日

ω‘
ぽ
く
は
、
魚
ょ
に
ゴ
ダ
y
べ
を
つ
り
ま
し
た
。
で

つ
り
に
い
く
の
を
た
の
し
み
に
し
て
も
に
が
し
ま
し
た
。
つ
ぎ
に
、
大
き

い
ま
し
た
。

い
、
な
ん
か
い

っ
て
た
け
ど
タ
ナ
ゴ

パ
ス
で
や
く
一
時
間
ぐ
ら
い
で
瀬
と
い
う
魚
を
つ
り
ま
し
た
。

棚
の
海
に
つ
い
て
、
こ
こ
は
一
回
行
時
が
た

つ
て
お
わ
り
ま
し
た
。
み

っ
た
こ
と
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
な
ー
と
な
さ
ん
、
札
幌
で
は
こ
ん
な
こ
と
が

③
t
i
l
i
-
-
1
1
:
i
f
-
-
i
y
-
f
i
l
-
-
l
F・Z
・S
・
-
F・I
・
-
i
l
-
-
u

…

役
場
に
勤
め
ま
し
た
。

…

…

毎

日

が

勉

強

で

す

「
役
場
で
は
建
設
献
に
お
り
ま
す
。
…

一

大
変
な
仕
事
で
毎
日
が
勉
強
で
す
が
、

…

一

曙

町

鈴

木

正
之
J
同
良
き
先
輩
達
の
教
、
え
を
受
け
な
が
ら
、

…

日
今
春
、
地
元
の
高
校
を
卒
業
し
て
一
日
で
も
早
く
町
民
の
皆
様
の
お
役

目

一

司
E
Et
i
t
-
E
B
I
B
E
E
E』

に
立
て
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
み
叶

&
F

一

な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
こ

芭

-
h
E
Fh一
〓

一

鈴
木
さ
ん
は
、
外
山
越
般
に
動
的

…

且

-
h
圃
E
4山
d
F
-
h川
4
4
る
正
七
郎
さ
ん
の
長
男
で
趣
味
が
ド

一

IR--
r子}》
ラ
イ
ブ
-
読
書
、
ス
キ
ー
で
特
票

日

目
函
F
h
L
R
世
Z
と
い
う
こ
と
で
他
課
内
方
に
依

…

Jfz--a民間
w
-頼
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

…

別

一

1

1
可

今

後

が

期

待

さ

れ

る

真

面

目

な

背

年

…

.

一

一

で

す

。

日

園
口ω函

楽
し
か
っ
た
魚
つ
り

費
利
河
小
三
年

車岡
野

佑
樹
じ

の
に
つ
づ
き
、
神
丘
に
五
む
の
愛
指

令
ラ
ン
ド
の
造
成
を
し
て
い
ま
す
。

同
会
は
、
町
内
内
子
供
た
ち
、
両

親
に
夢
と
希
望
を
与
え
る
場
を
提
供

し
、
み
ん
な
が
楽
し
い
時
を
過
ご
せ

る
よ
う
な
優
し
さ
と
、
吸
か
み
の
あ

る
公
園
を
作
り
愛
と
希
望
的
発
信
基

地
と
す
る
も
の
で
す
。

愛
指
令
ラ
ン
ド
は
、
神
丘
出
身
で

札
眺
で
建
築
設
計
事
務
所
を
営
む

井
口
健
さ
ん
が
魁
旨
に
質
問
し
、

未
利
用
地
を
無
償
貸
与
し
て
く
れ
た

も
の
で
、
昨
年
十
二
月
か
ら
ブ
ル
ド

ザ
ー
な
ど
の
重
機
を
入
れ
、
サ
サ

や
ぶ
を
き
れ
い
に
刈
り
取
り
、
芝
を

ま
き
、
順
制
に
育
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
さ
六
十

μ
あ
ま
り
の
「
ク

ジ
ラ
池
」
も
完
成
、
わ
き
水
を
帯
え

始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
あ
と
、

東
経
一
四

O
度
か
愛

指
令
を
型
ど
っ
た
花
文
字
づ
く
り
も

計
画
し
、
年
に
一
度
ラ
イ
ブ
ジ
ャ
ム

を
開
催
し
た
い
そ
う
で
す
。

八
、
九
月
こ
ろ
に
は
雑
草
刈
り
を

計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
家
篠
そ
ろ

っ
て
遊
ぴ
気
分
で
参
加
し
て
ほ
し
い

と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
新
し
〈
テ

レ
ホ
ン
カ

l
ド
五
百
枚
を
作
成
し
販

売
も
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

前

V
が
築
制
叫
し
、
同
公
闘
が
愛
と
希

望
の
発
信
基
地
と
し
て
開
放
さ
れ
る

日
が
ま
た
れ
ま
す
。

な
か

っ
た
で
す
。

う
こ
ざ
い
ま
し
た
。 ど
う
も
あ
り
が
と

楽
し
か
っ
た
魚
つ
り

費
制
河
小
三
年

富
山
た
か

L
d

， 、、

五
月
三
十

一
日

ω、
き
ょ
う
は
、

日
本
か
い
で
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

お
じ
さ
ん
た
ち
が
魚
つ
り
を
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

さ
い
し
ょ
は
、
魚
が
つ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
し
て
十
分
ぐ
ら
い
た
っ

た
ら
、
い
っ
ぱ
い
つ
れ
て
き
ま
し
た
。

き
ょ
う
は
、
ち
ょ
う
し
が
わ
る
か

っ
た
で
す
。
三
び
き
し
か
つ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
パ
ベ
キ
ュ

l
で
昼

ご
は
ん
を
食
べ
ま
し
た
。

そ
れ
で
ま
た
、
魚

つ
り
を
は
じ
め

ま
し
た
。
ぜ
ん
よ
で
七
ひ
き
つ
り
ま

し
た
。
き
ょ
う
は
、
と

っ
て
も
楽
し
か

っ

た
で
す
。
ら
い
年
も
つ
れ
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
。

ー
み
ん
な
の
広
場
」

は
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
‘
皆
さ
ん

の
伝
言
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

1
 
8
 
[
 

一

選

挙

区

J
f二投
票

箱

…

|

|

|

丸

沿

っ

ー

ー

ー

…

山

比
例
代
表

K

i

l
l
L

町

一

選

挙

区

黄

色

の

投

票

用

紙

…

…

候
補
者
一
名
を
記
入
す
る

…

…

比
例
代
表
白
色
の
投
票
用
紙

ω

…

政
党
等
名
を
記
入
す
る

一

一

投

票

時

間

午

前

7
時
l
午
後

6
時

…

…

賞

重

な

一

票

の

権

利

を

行

使

し

て

く

だ

さ

い

。

一

一

《
今
金
町
選
挙
管
理
委
員
会
》

…

』

J
2
2
J
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
J
2
2
2
J
J
J
2
2
2
2
2
b

出

。

t
3
2
3
2
1
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
1
2
3
2
a

一
涜
雪
溝
工
事
に
伴
う
交
通
止
め
に
協
力
を
グ

旭
幸
線

(
山
崎
商
会

1
国
遊
間
)
と
昭
和
線
(
西
国
商
庖

1
へ

ア
サ
ロ
ン
ワ
シ
ノ
問
)
流
雪
講
工
事
の
た
め
、
七
月
上
旬
か

ら

+

一
月
上
旬
ま
で
、
道
路
交
通
止
め
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
お
盆
・
お
祭
り
期
間
は
交
通
開
放
い
た
し
ま
す
。

工
事
期
間
中
、
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
と
ご
不
便
を
か
け
ま
す
が
‘

M

日

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

W

N

《
建
設
課
土
木
係
》

明

日E
7
2
3
2
1
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
t
1
2
1
t
3
2
3
2
3
2
1〉
t
品
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ぉ
知
ら
レぜ

オ
ラ
ン
ダ
通
り
の
チ
ュ

1
リ
y
プ
花
だ

ん
(
高
齢
者
事
曹
団
植
栽
}

み
ん
な
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
〈
れ
ま

‘
し
た
。

年
金
相
談
日
の
お
知
ら
せ

年
金
に
閲
す
る
質
問
や
相
談
を
次

の
日
位
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

戸】ヨロ

模診を受けて明るい健康づくり

(町民福祉課衛生係 ・国保係)

7月みんな

と
き
七
月
二
十
九
日
(
水
)

午
前
十
時
1
午
後
三
時
ま
で

二
、
と
こ
ろ
役
場
町
民
相
絞
室

三
、
相
桜
貝
函
館
社
会
保
険
事
務

所
職
員

一
名

〈
町
民
福
祉
課
年
金
係
}

新
し
い
教
育
委
員
に

住
吉
さ
ん
を
選
任

新
し
い
今
金
町
教
育
委
只
に
、
南

町
内
住
吉
地
執
行
さ
ん
削
叫
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
.

任
期
は
平
成
四
年
六
月
四
日

1
平

成
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

七
月
一
日

1
七
月
三
十
一
日
は

全
国
河
川
愛
護
月
間

今
年
も
、
七
月
一
日

1
三
十
一
日

は
全
国
河
川
愛
諮
月
間
で
す
。

土
木
現
業
所
で
は
、
水
害
の
な
い

安
全
な
川
づ
く
リ
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

ま
た

市
街
を
流
れ
る
チ
ブ
タ
ウ

シ
ナ
イ
川
が
町
民
の
み
な
さ
ま
方
向

う
る
お
い
の
場
に
な
る
よ
う
、
水
質

• • 
浄
化
や
コ
ス
モ
ス
の
移
植
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
極
川
地
区
の
下
ハ
カ

イ
マ

y
プ
川
で
は
‘
炊
事
遠
足
も
で

き
る
河
川
公
闘
を
艶
備
中
で
す
.

河
川
愛
護
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈函
館
土
木
現
業
所
〉

「
愛
の
血
液
助
け
合
い

運
動
」
に
ご
協
力
を
グ

現
在
、
血
紫
分
画
製
剤
の
ほ
と
ん

ど
を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
現
状
に

あ
り
、
圏
内
で
使
用
す
る
血
液
製
剤

は
園
内
町
献
血
で
確
保
す
る
こ
と
が
、

安
全
な
治
療
の
た
め
に
も
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
献
血
思
想
的
普
及
啓

発
を
図
る
と
と
も
に
、
成
分
献
血
に

対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
た
め
‘
七
月

一
日
か
ら
三
十

一

日
ま
で
の
一
カ
月
間
、
全
国

一
斉
に

「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

献
雌
と
は
、
い
つ
で
も
、
だ
れ
も

が
安
心
し
て
輸
出
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
健
康
な
人
々
が
無
償
で

自
ら
の
善
意
に
よ

っ
て
、
自
分
の
血

液
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。

献
血
を
行
、
っ
、
わ
ず
か
な
時
間
と

勇
気
で
噂
い
生
命
が
助
か
り
ま
す
.

尊
い
生
命
を
守
る
た
め
、
愛
の
献

血
に
皆
さ
ん
の
ご
珪
解
と
ご
協
力
を

1
 
8
 
1
 
〔

社会福祉協議会だより
4. 6. 10 

※光の里学園、豊寿園、社会福祉協議会への

多額のご寄付ありがとうございました。

(敬称略)

〈函館市〉 〈今金町〉

浜 西 信 義 今金町国保病院看護婦一同

竹 次 {圭 朗 安 藤 優

〈福島町〉 共和コンクリ ト

石 津 兼 A 寸 金 郵 便 局

<;:工差町〉 大 倉 啓太郎

t~ 島 tro 松 極川老人クラブ

〈北桧山町〉 井 ホサ 豊

官匝1 揺 心アヨ 川原ふ と ん底

絵山北高校家庭クラブ 111 崎 優 治

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

{
今
金
保
健
所
総
務
課
医
薬
係
}

行
方
不
明
者
相
談
所
開
設

家
出
を
し
た
人
や
、
行
方
不
明
に

な
っ
て
い
る
人
を
捜
し
た
り
、
亡
く

な
っ
た
方
で
身
元
の
わ
か
ら
な
い
人

的
制
盗
を
し
て
、
家
放
の
方
々
に
お

知
ら
せ
す
る
た
め
に
‘
迫
田
宮
で
は
八

月
に

「行
方
不
明
者
相
談
所
」
を
聞

き
ま
す
。

相
談
所
に
お
い
で
に
な
る
時
は
、

捜
し
て
欲
し
い
人
の
特
徴
と
な
る

・
傷
、
手
術
痕
、
ほ
く
ろ
、
あ
さ

・
曲
型
、
血
液
型

・
家
出
当
時
の
服
装
、
所
持
ロ
川
島吋

に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
詳
し
く
制

• • 
可
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
関
査
の
手
掛
か
り
と
な
る

よ
う
な
写
真

(郎
、
前
身
な
ど
)
が

有
り
ま
し
た
ら
お
持
ち
く
だ
さ
い
.

警
察
で
は
、
関
係
者
個
人
の
名
誉

と
秘
密
は
、
厳
重
に
守
り
ま
す
の
で

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
所
へ
来
ら
れ
な
い
方

は
、
北
品
開
山
轡
終
結
又
は
今
金
融
官
察

官
派
出
所
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

。
相
談
所
開
設
日
時
・
場
所

八
月
二
十
五
日
i
二
十
六
日

函
館
中
央
警
察
署

八
月
二
十
七
日
八
雲
普
察
署

相
談
所
は
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
ま
で
閲
殴
し
ま
す
。

〈北
格
山
警
察
署
}

圃
嗣
嗣
醐
幽
圃

皆
さ
ん
「
こ
こ
ろ
」
は
疲
れ
て
い
ま
せ
ん
か
?

ーグ
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
4

の
ご
案
内
|

季
節
は
き
わ
や
か
な
初
夏
で
す
が
、

毎
目
的
忙
し
い
暮
ら
し
の
中
で
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
っ
ち
に
疲
れ
が
た
ま

っ
て
し
ま

っ
て
い

る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

最
近
、
夜
ぐ
っ
す
り
限
れ
ず
、
気

分
が
ふ
さ
ぎ
が
ち
に
な
っ
た
と
い
う

方
は
お
り
ま
せ
ん
か
?
ま
た
、
い

ら
い
ら
し
や
す
く
な
っ
た
り
、
そ
わ

そ
わ
と
不
安
な
感
じ
に
悩
ま
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?
あ
る
い

は
、
お
酒
を
た
く
さ
ん
飲
ま
な
い
と

“こころの健康相談"

(精神保健相談)

平成4年 8月20日附

平成4年 10月8日附

平成5年 2月18日休)

午後 1時-3時

日 R間 備

① 健康まつり 全 住 民 1日同 9 : 30-15 : 00 全地区
町民

講演、展示、健康診断
センター

② 事L 児 相 談 壬世日、 9ヶ月児 2日同 X9TJ3吋0l~E2100D " " 身体『目計白測、由服相酷

③ l歳 6ヶ月児健診 生後7、l歳8ヶ月児 2日開 受12付時30間-13 : 00 " " E持樟ヰ査指、導、医保帥診健察指導

④ 難病相談会
告難基書病づ晶とく恩営告業わ吾者れ

5日但) 10: oo-ll : 00 " 
北桧山町農村湿

草向田震l検門さ土相削査れ談定、た、宵、血リ液〕身ハ検障ビE査Tリ1111，指l導(予
Jl哉書センター

⑤ 営業 者検 診 B7 日日開ω) 9 : 30- " 守保健量所

⑥ 婦人 科検 診 満 30婦歳以上 8日同 ヱ8刊 3吋0l~剛 9 : 00 " 
町民

細胞診検査
の 人 12: 30-13 : 00 

セノター

⑦ 胃ガン検診 満白 35男歳以上女
89 日日附同 受付時間

" " 腹部X線撤影
10日掛 6 : 00-7 ∞ 

満 35男歳以上 B日嗣
受9付0時0間-10: 00 

⑧ 大腸ガン検診 13: 00-14 : 00 " " 検査物の持容の 女
9 日同国 9 : 00-10 : 00 
10日 9 : 00-10 : 00 

13日開伺伺)) } 老人福祉⑨ 般 相 談 全 住 民 20日 10: 00-15 : 00 " 保健指導、健康相談
27日

センター

⑪ 妊 娠 棺 談 妊婦の方 14日(:，¥) Zi213吋45~l固l1315 " 
町民

尿助積産査婦、指血導""歯m 科ι 指導
センター

⑪ 育 児 講 座 生後 3ヶ月 児 16日同 受B付3時0間-10 : 00 " " 保健指導、健康相談

⑫ 車L 児 健 診 生10後、 142、ヶ月7、児 16日同 受12付3時0間-13: 00 " " 身指体導計、測栄、養指医師導診、保察、健歯指科導

⑬ 無医地区巡回診療 全 住 民 21日ω 受14付3時0間-15: 00 " " 診療科目、耳鼻科

⑪ 3 歳児健診 生4後ヶ2、月3、児 23日開 受12付3時0間-13 :日日 " " 身指体導計、栄測、聾医抱導師診、保察健、歯指科導

⑮ 般 脱 健 ~λ 生25後日以2上ヶ月の幼と児 27日伺) 13: 00-14 : 00 " 屋今健所金 股関節X線撮影

相談日

務
ち
つ
か
な
い
方
、
お
年
寄
り
が
ポ

ケ
た
感
じ
に
主
り
、
按
し
方
に
お
困

り
の
方
等
、
お
り
ま
せ
ん
か
。
ご
自

分
平
家
族
の
方
だ
け
で
悩
ま
ず
に
、

こ
の
相
談
日
に
ど
う
ぞ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

皆
さ
ん
が
、
身
体
ば
か
り
で
な
く
、

こ
こ
ろ
も
健
康
で
毎
日
を
明
る
く
過

ご
さ
れ
ま
す
よ
う
砂
こ
こ
ろ
の
健
康

相
談
e

の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
沿

り
ま
す
。

〈今
金
保
健
所
予
防
諜
保
健
婦
係
〉

今金保健所

八雲総合病院精神神経科

遠藤 信失先生

問合せ 今金保健所保健婦係

申込み (電話) 2-0251 

掛この他にも、保健婦による電話相談、家庭訪問1が

あります。どうぞ、お気軽にご相談ください。

掛今金町以外でも、月 l回開催しておりますので、

お問い合わせください。

1
 
1
 
1
 
〔

時間

会場

4旦当医



五
月
二
十
四
日
、
第
十
六
回
全
槍
山
剣
道
大
会
が
総
合
体
育
館
で
開
催

さ
れ
、
二
百
十
名
の
剖
土
が
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

(今金)fi②0057

(北袷山)fi@)5011 

(今金)fi②0221

(北柏山)宮@)5321

7月の休日当番医

院

院

今金町国保病院

医

病

間岩

平

5日

12日

19日

北槍山町国保病院26日

6月2目、ライオンズクラブのメンパ 14名が事
故多量期の主通安全運動的いつかんと Lて街頭啓発
を実施LまLた。

6月8日 (守嗣主長女)大和町

前月対比

(-9 ) 

(-4 ) 

(+ 1 ) 

町

町

山
台

栄

南

北

町

ん

ん

ん

子

江

子

部

史

り

の

村

川

上

北

荒

三

=

z

一一

町

堅

一川
昇

広末
金

百

寒

気
し

ん

ミ

1

1

A

道

守

也

知

慎

やo@o令 住民の動態 令やや

( -5 ) 

5月末現在

2，493世帯

ロいつまでもおしあわせに

のおたんじようおめてとう

7，632人

3，707人

3，925人

曽我部さっさ むな

口

世帯数

男

女

人

'yi亀谷

%下回屋

%舘田

1
 
2
 
1
 
〔

A
5
版
、
千
百
八
十
八
ベ

ジ

の

ず
っ
し
り
し
た
ポ
リ

斗
l
ム
で
、
町

ゆ
か
り
の
人
物
を
詳
し
く
紹
介
、
制

か
い
年
表
に
相
当
の
紙
数
を
割
く
な

ど
旧
版
と
は
ペ
ー
ジ
数
、
内
容
と
も

に
進
、
っ
中
身
内
改
正

「
今
金
町
史
」

上
巻
号
が
発
行
以
来
好
評
を
得
て
い

ま
す
。

本
号
は
、

古
代
先
史
か
ら
昭
和
二

十
二
年
ま
で
が
ま
と
め
ら
れ
、
今
金

町
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
の
貴
重
な

資
料
と
し
て
、
多
く
の
方
に
ご
購
読

頂
き
ま
す
よ
う
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

日升

目的出町

町

町

春

緑

本

81歳

88歳

68歳

71歳

Itlおくやみもうしあげます

5月27日

6月11日

6月17日

6月19日

川合キヨシさん

青木サガ/さん

鈴木キヨウ さん

武雄九大坪

。

発
行
/
北
海
道
合
金
町
役
場
醐
②
O
T
a
t
-
番

f
L
 

戸
M

2
2
一口

一
、
頒
布
価
格

今
金
町
住
民
向
方

一

冊
六
千
円

そ
れ
以
外
の
方

一
冊

一
万
円

二
、
問
い
合
わ
せ
及
び
取
扱
い
は
、

役
場
二
階
町
史
編
さ
ん
室
ま
で

(
合

2

o

l

-

-
内
線
2
4
0
)

編
一集
一後
一記

今
月
は
、
へ
ビ
と
カ
エ
ル
の
情
報

が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

マ
五
月
下
旬
に
ト
マ
ン
ケ
ン
の
町
河

進
さ
ん
か
ら
黒
い
へ
ピ
を
捕
ま
え
た

と
い
う
情
報
を
い
た
だ
き
、

早
速
み

に
い
き
ま
し
た
。

確
か
に
、
真

っ
県
い
へ
ビ
で
い
ろ

い
ろ
と
聞
い
て
み
た
ら
カ
ラ
ス
ヘ
ビ

で
は
な
い
か
?
と
い
う
結
論
に
達
し

ま
し
た
。

マ
六
月
十
六
日
に
は
、
同
僚
の
上
村

さ
ん
が
捕
ま
え
た
と
い
う
、
青
い
カ

エ
ル
を
布
村
測
量
に
勤
め
る
加
藤
さ

ん
が
役
場
に
持
参
し
て
く
れ
ま
し
た
。

コ
バ
ル
ト
ブ
ル
!
の
き
れ
い
な
色

町
カ
エ
ル
で
色
の
突
然
変
異
で
は

白
黒
町
広
報
写
真
で
は
、
色
が
わ

か
ら
な
い
の
で
、
写
真
掲
載
は
と
り

や
め
ま
し
た
。
貴
重
な
情
報
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
臆
係


